
(57)【要約】

【課題】　鳩目穴かがり縫目の縫目長さが異なる場合で

も、鳩目穴かがり縫いの縫い終わりに際して切断後の糸

残り量のバラツキを極力抑制できるようにすること。

【解決手段】　縫製終了に際して糸切り用エアシリンダ

２４が駆動されると、第１作動リンク３０及び駆動リン

ク３５の回動により、上刃部材２１と下刃部材２２とが

相反する方向に回動され、下刃部材２２の回動途中にお

いて、第２作動リンク３９の駆動軸３４と、第２連結リ

ンク４０の第３ピン４１及び第４ピン４２とが一直線上

に位置する状態が所定期間に亙って続く。このとき、第

２作動リンク３９が回動しているにも関わらず、下刃部

材２２が実質的に回動停止した状態で、上刃部材２１だ

けが時計回り方向に向かって回動し続ける。それ故、下

刃部材２２が実質的に回動停止した状態で、上刃部材２

１だけの回動により下糸と芯糸とが切断される。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 縫 製 物 を 送 る 送 り 装 置 の 送 り 台 に 設 け ら れ 、 共 通 の 鉛 直 軸 部 材 に 夫 々 回 動 可 能 に 取 付
け ら れ た 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、 被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終
わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 前 記 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 の 刃 部 と 下 刃 部 材 の 刃
部 と が 出 会 う こ と で 切 断 す る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、
　 前 記 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 糸 切 り 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構 と 、
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 前 記 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 前 記 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の
刃 部 材 が 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 被 縫 製 物 を 送 る 送 り 装 置 の 送 り 台 に 設 け ら れ 、 共 通 の 鉛 直 軸 部 材 に 夫 々 回 動 可 能 に 取 付
け ら れ た 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、 被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終
わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 前 記 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 の 刃 部 と 下 刃 部 材 の 刃
部 と が 出 会 う こ と で 切 断 す る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、
　 前 記 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 糸 切 り 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構 と 、
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 前 記 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 前 記 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の
刃 部 材 が 相 手 側 刃 部 材 と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 し な が ら 糸 切 り 作
動 す る よ う に 構 成 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 １ つ の エ ア シ リ ン ダ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 上 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ と 、 こ の 第 １ ア
ク チ ュ エ ー タ と は 独 立 に 前 記 下 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 刃 部 材 が 縫 製 状 態 で は 針 板 の 一 部 を 構 成 し 、 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は そ の 下 刃 部 材
が 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ３ ～ ４ の 何 れ か に 記 載
の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を リ ン ク 機 構 を 介 し て 前 記 上 刃 部
材 と 下 刃 部 材 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鳩 目
穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を カ ム 機 構 を 介 し て 前 記 上 刃 部 材
と 下 刃 部 材 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鳩 目 穴
か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に 関 し 、 特 に 鳩 目 穴 か が り 縫 目 を 縫 製 し た
後 に 糸 切 り し た 際 に 、 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 で も 切 断 後 の 糸 残 り 量 が 安 定 す る よ う に 、 糸
切 り 装 置 を 改 良 し た も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 従 来 、 針 棒 や ル ー パ ー を 有 す る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン に お い て は 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い に 供
す る 被 縫 製 物 を 載 置 す る 送 り 台 が 設 け ら れ 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い が 縫 い 終 わ っ た 時 点 で 、 送
り 台 の 内 部 に 装 備 さ れ た 糸 切 り 装 置 に よ り 、 下 糸 と 芯 糸 と が 同 時 に 切 断 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 上 メ ス と 下 メ ス と が
右 送 り 板 の 縫 目 中 心 ラ イ ン か ら 右 方 に 離 れ た 位 置 に お い て 、 段 ネ ジ で 回 動 可 能 に 枢 着 さ れ
る 一 方 、 糸 切 り 駆 動 腕 に 連 結 リ ン ク が 連 結 さ れ 、 そ の 連 結 リ ン ク に 、 上 メ ス リ ン ク を 介 し
て 上 メ ス の 一 端 部 が 連 結 さ れ る と と も に 、 下 メ ス リ ン ク を 介 し て 下 メ ス の 一 端 部 が 連 結 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 糸 切 り に 際 し て シ リ ン ダ が 進 出 駆 動 さ れ る と 、 糸 切 り リ ン ク 腕 が 回 動 さ れ 、 糸 切 り 駆 動
腕 を 介 し て 連 結 リ ン ク が 移 動 す る の で 、 上 メ ス と 下 メ ス と が 同 時 に 相 互 に 接 近 す る 方 向 に
回 動 し 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 の 近 傍 位 置 お い て 、 上 メ ス と 下 メ ス と に よ り
鳩 目 穴 か が り 縫 目 か ら 延 び る 下 糸 と 芯 糸 を 同 時 に 切 断 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ １ ８ ５ ８ ９ 号 公 報 　 （ 第 ４ ～ ６ 頁 、 図 １ ， 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て は 、 上
メ ス と 下 メ ス と が 　 縫 目 中 心 ラ イ ン か ら 右 方 に 離 れ た 位 置 に お い て 右 送 り 板 に 段 ネ ジ で 回
動 可 能 に 枢 着 さ れ 、 し か も 上 メ ス と 下 メ ス と が 同 時 に 回 動 し な が ら 糸 を 切 断 す る た め 、 こ
れ ら 両 メ ス に よ る 切 断 軌 跡 は 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 中 心 ラ イ ン に 対 し て 所 定 角 度 だ け
傾 い た 斜 め 直 線 上 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 、 縫 製 す る 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に は 、 実 施 例 に 係 る 図 ６ に 示
す よ う に 、 両 メ ス に よ る 切 断 位 置 が １ 点 鎖 線 Ｌ ０ で 示 す 斜 め 直 線 的 に 変 化 す る よ う に な り
、 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 に 対 す る 切 断 位 置 が 、 縫 目 長 さ の 違
い に よ っ て バ ラ つ く と い う 問 題 が あ る 。 つ ま り 、 縫 目 長 さ が 短 い 場 合 に 比 べ て 、 縫 目 長 さ
が 長 い ほ ど 糸 切 断 後 の 糸 端 長 さ が ば ら つ く こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 被 縫 製 物 を 送 る 送 り 装 置 の 送 り 台 に 設
け ら れ 、 共 通 の 鉛 直 軸 部 材 に 夫 々 回 動 可 能 に 取 付 け ら れ た 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、
被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 縫 い 終 わ り
位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 の 刃 部 と 下 刃 部 材 の 刃 部 と が 出 会 う こ と で 切 断 す る 鳩 目 穴 か が り ミ
シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 糸 切 り 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構 と 、
糸 切 り 作 動 機 構 を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 縫 い 終 わ り 位 置
近 傍 で 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の 刃 部 材 が 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る よ う に
構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 被 縫 製 物 に 鳩 目 穴 か が り 縫 目 が 形 成 さ れ 、 そ の 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り に 際 し て
ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 糸 切 り 作 動 機 構 が 駆 動 さ れ る と 、 そ の 糸 切 り 作 動 機 構 に よ り 上 刃 部
材 と 下 刃 部 材 が 糸 切 り 作 動 す る 。 と こ ろ で 、 こ の 糸 切 り に 際 し て 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の
一 方 の 刃 部 材 が 回 動 停 止 し た 状 態 で 、 他 方 の 刃 部 材 だ け の 回 動 に よ り 糸 切 り さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 こ れ ら 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に よ る 切 断 軌 跡 は 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の う ち の 回 動
停 止 し た 何 れ か 一 方 の 刃 部 材 の 回 動 位 置 で あ る た め 、 そ の 回 動 を 停 止 す る 何 れ か 一 方 の 刃
部 材 の 向 き を 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 中 心 ラ イ ン に 沿 う よ う に 停 止 さ せ る よ う に す れ ば 、
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鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 が
極 力 抑 制 さ れ 、 切 断 し た 糸 端 長 さ の バ ラ ツ キ が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 被 縫 製 物 を 送 る 送 り 装 置 の 送 り 台 に 設
け ら れ 、 共 通 の 鉛 直 軸 部 材 に 夫 々 回 動 可 能 に 取 付 け ら れ た 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、
被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 縫 い 終 わ り
位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 の 刃 部 と 下 刃 部 材 の 刃 部 と が 出 会 う こ と で 切 断 す る 鳩 目 穴 か が り ミ
シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 糸 切 り 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構 と 、
糸 切 り 作 動 機 構 を 駆 動 す る ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 縫 い 終 わ り 位 置
近 傍 で 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の 刃 部 材 が 相 手 側 刃 部 材 と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し
た 位 置 か ら 復 帰 回 動 し な が ら 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 被 縫 製 物 に 鳩 目 穴 か が り 縫 目 が 形 成 さ れ 、 そ の 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り に 際 し て
ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 糸 切 り 作 動 機 構 が 駆 動 さ れ る と 、 そ の 糸 切 り 作 動 機 構 に よ り 上 刃 部
材 と 下 刃 部 材 が 糸 切 り 作 動 す る 。 と こ ろ で 、 こ の 糸 切 り に 際 し て 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の
一 方 の 刃 部 材 が 相 手 側 刃 部 材 と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 し な が ら 、
他 方 の 刃 部 の 回 動 に よ り 糸 切 り さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 即 ち 、 こ れ ら 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に よ る 切 断 軌 跡 は 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の う ち の 復 帰
回 動 す る 何 れ か 一 方 の 刃 部 材 の 回 動 位 置 で あ る た め 、 一 方 の 刃 部 材 の 回 動 復 帰 時 点 を 、 切
断 可 能 な 縫 目 長 さ 範 囲 に お い て 、 最 大 長 さ と 最 小 長 さ の 中 間 位 置 に 設 定 す る こ と で 、 鳩 目
穴 か が り 縫 目 の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 が 格 段
に 抑 制 さ れ 、 切 断 し た 糸 端 長 さ の バ ラ ツ キ が 大 幅 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 ア ク チ
ュ エ ー タ は 、 １ つ の エ ア シ リ ン ダ で 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー
タ は 、 上 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ と 、 こ の 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ と は 独 立 に
下 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 請 求 項 １ ， ３ ～ ４ の 何 れ か に お い て 、
前 記 下 刃 部 材 が 縫 製 状 態 で は 針 板 の 一 部 を 構 成 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 は そ の 下 刃 部 材 が 回 動
停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 糸 切 り
作 動 機 構 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を リ ン ク 機 構 を 介 し て 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に 伝 達 す
る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 糸 切 り
作 動 機 構 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を カ ム 機 構 を 介 し て 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に 伝 達 す る
よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、 被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴
か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 切 断 す る 鳩 目 穴 か
が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、 糸 切 り 作 動 機 構 と 、 ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、 糸 切 り
作 動 機 構 は 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の 刃 部 材 が 回 動 停 止 し た
状 態 で 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 糸 切 断 に 際 し て 回 動 を 停 止 す る 何 れ か 一 方
の 刃 部 材 の 向 き を 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 中 心 ラ イ ン に 沿 う よ う に 停 止 さ せ る よ う に す れ
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ば 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変
化 を 極 力 抑 制 で き 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 と を 備 え 、 被 縫 製 物 に 形 成 さ れ る 鳩 目 穴
か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 糸 を 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 切 断 す る 鳩 目 穴 か
が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 に お い て 、 糸 切 り 作 動 機 構 と 、 ア ク チ ュ エ ー タ と を 有 し 、 糸 切 り
作 動 機 構 は 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 の 一 方 の 刃 部 材 が 相 手 側 刃 部 材
と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 し な が ら 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ
た の で 、 糸 切 断 に 際 し て 回 動 復 帰 す る 一 方 の 刃 部 材 の 回 動 復 帰 時 点 を 、 切 断 可 能 な 縫 目 長
さ 範 囲 に お い て 、 最 大 長 さ と 最 小 長 さ の 中 間 位 置 に 設 定 す る こ と で 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の
縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 を 格 段 に 抑 制 で き 、 切
断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 １ つ の エ ア シ リ ン ダ で 構 成 さ れ た の
で 、 糸 切 り 装 置 を 簡 単 化 す る こ と が で き る 。 し か も 、 １ つ の エ ア シ リ ン ダ を 駆 動 さ せ る だ
け で 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り か ら 延 出 さ れ る 糸 を 切 断 す る こ と が で き る 。 そ の 他
請 求 項 １ 又 は ２ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 上 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 １ ア ク チ ュ
エ ー タ と 、 こ の 第 １ ア ク チ ュ エ ー タ と は 独 立 に 下 刃 部 材 を 作 動 さ せ る 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ
と を 有 す る の で 、 こ れ ら 2つ の 第 １ ,第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ で 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 独 立 に 作
動 で き 、 第 １ ,第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 の 縫
目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 を 常 に 同 一 位 置 に 設 定 す る こ と
が で き 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 確 実 に 解 消 す る こ と が で き る 。 そ の 他 請 求 項 １ と
同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 下 刃 部 材 が 縫 製 状 態 で は 針 板 の 一 部 を 構 成 し 、 糸 切 り 作
動 機 構 は そ の 下 刃 部 材 が 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る の で 、 針 板 の 一 部 を 有 効 に 利
用 し て 下 刃 部 材 を 構 成 で き 、 そ の 下 刃 部 材 の 回 動 停 止 に よ り 糸 切 り が 可 能 に な る 。 そ の 他
請 求 項 １ ， ３ ～ ４ の 何 れ か と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を リ ン ク 機
構 を 介 し て 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 糸 切 り 作 動 機 構 の 構 成
を 、 リ ン ク 機 構 に よ り 簡 単 化 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 他 請 求 項 １ 又 は ２ と 同 様 の 効 果 を
奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 糸 切 り 作 動 機 構 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 力 を カ ム 機 構
を 介 し て 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 糸 切 り 作 動 機 構 の 構 成 を
、 カ ム 機 構 に よ り 簡 単 化 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 他 請 求 項 １ 又 は ２ と 同 様 の 効 果 を 奏 す
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 糸 切 り 装 置 は 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り に 際
し て 、 上 刃 部 材 と 下 刃 部 材 を 同 時 に 出 会 い 方 向 に 移 動 さ せ る 一 方 、 下 刃 部 材 の 回 動 を 停 止
し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る よ う に し て あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン １ は 、 デ ニ ム （ ジ ー ン ズ ） に 用 い る 流 れ 閂 止 め
形 状 の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ （ 図 ３ 参 照 ） を 縫 製 す る も の で あ り 、 上 方 を 開 放 し た 略 矩 形
箱 状 を な す ベ ッ ド 台 ２ と 、 そ の ベ ッ ド 台 ２ に 嵌 め 込 む よ う に 載 置 さ れ た ベ ッ ド 部 ３ と 、 そ
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の ベ ッ ド 部 ３ の 後 方 部 か ら 立 設 さ れ る 脚 柱 部 ４ と 、 そ の 脚 柱 部 ４ の 上 部 か ら 前 方 に 延 び る
ア ー ム 部 ５ 等 を 有 し 、 ミ シ ン テ ー ブ ル （ 図 示 略 ） 上 に 載 置 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ー ム 部 ５ の 先 端 下 部 に は 、 縫 針 （ 図 示 略 ） を 備 え た 針 棒 （ 図 示 略 ） が 上 下 動 可 能 に 設
け ら れ 、 詳 し く 図 示 は し な い が 、 ミ シ ン モ ー タ の 駆 動 に よ り 回 転 す る 主 軸 の 回 転 力 が カ ム
機 構 に 伝 達 さ れ 、 所 定 幅 分 だ け 左 右 に 揺 動 し な が ら 上 下 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ
の 場 合 、 主 軸 が ２ 回 転 す る 毎 に 、 針 棒 は 左 側 揺 動 位 置 と 右 側 揺 動 位 置 と に 揺 動 す る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ベ ッ ド 部 ３ に は 、 針 棒 に 対 向 す る よ う に ２ 個 の ル ー パ ー （ 図 示 略 ） を 備 え た ル ー
パ ー 土 台 （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ 、 こ れ ら ２ 個 の ル ー パ ー は 図 示 し な い カ ム 機 構 を 介 し て 主
軸 の 回 転 に よ り 、 針 棒 の 上 下 動 と 調 時 し て 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 針 棒 及 び
ル ー パ ー 土 台 は ベ ッ ド 部 ３ 内 に 設 け ら れ た θ 方 向 駆 動 モ ー タ 及 び ギ ヤ 機 構 か ら な る 回 動 機
構 （ 図 示 略 ） に よ り 、 夫 々 水 平 面 に お い て 、 鉛 直 軸 周 り に 一 体 的 に 回 動 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ベ ッ ド 部 ３ に は 、 ル ー パ ー 土 台 の 後 方 側 に 位 置 し て 固 定 配 置 さ れ た 鳩 目 穴 を 形 成 す る 為
の メ ス （ 図 示 略 ） が 着 脱 可 能 に 取 付 け ら れ る と と も に 、 こ の メ ス に 対 し て 上 方 よ り 接 離 す
る 打 ち 抜 き 用 ハ ン マ ー 本 体 （ 図 示 略 ） が 揺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の ハ ン マ ー 本 体 の
先 端 部 に は 、 鳩 目 穴 用 の ハ ン マ ー （ 図 示 略 ） が 着 脱 可 能 に 取 付 け ら れ 、 ベ ッ ド 部 ３ 内 に 設
け ら れ た エ ア シ リ ン ダ な ど か ら な る ハ ン マ ー 駆 動 機 構 （ 図 示 略 ） に よ り 駆 動 さ れ 、 鳩 目 穴
が 加 工 布 に 穿 孔 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ベ ッ ド 部 ３ の 上 面 部 に は 、 加 工 布 が セ ッ ト さ れ る 送 り 台 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 送 り
台 ７ は 、 全 体 と し て 薄 形 の 矩 形 箱 状 を な し 、 送 り 台 ７ の 左 右 方 向 中 央 部 の 上 面 に は 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 左 右 １ 対 の ク ロ ス プ レ ー ト ８ ， ９ が 夫 々 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 両 ク ロ ス
プ レ ー ト ８ ， ９ の 前 後 方 向 の 途 中 部 に 、 右 側 針 板 １ ０ と 左 側 針 板 １ １ と が 夫 々 ビ ス １ ２ に
よ り 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 両 ク ロ ス プ レ ー ト ８ ， ９ の 略 前 端 側 部 分 は 、 カ バ ー 板 １ ３ で
覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 こ れ ら 左 右 両 針 板 １ ０ ， １ １ は 、 約 ８ mm分 の 異 な る 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ
Ｎ を 縫 製 で き る よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 １ ４ mm～ ２ ２ mmま で の 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫
目 Ｈ Ｎ を 縫 製 で き る 針 板 １ ０ ， １ １ と 、 ２ ２ mm～ ３ ０ mmま で の 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ
Ｎ を 縫 製 で き る 針 板 １ ０ ， １ １ と 、 ・ ・ ３ ４ mm～ ４ ２ mmま で の 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ
Ｎ を 縫 製 で き る 針 板 １ ０ ， １ １ 等 、 複 数 種 類 の 針 板 １ ０ ， １ １ が 予 め 用 意 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ベ ッ ド 部 ３ 内 に は 、 こ の 送 り 台 ７ を 、 Ｘ 方 向 送 り モ ー タ の 駆 動 に よ り Ｘ 方 向 （ 左 右 方 向
） に 送 り 移 動 さ せ る Ｘ 方 向 移 動 機 構 （ 図 示 略 ） と 、 Ｙ 方 向 送 り モ ー タ の 駆 動 に よ り Ｙ 方 向
（ 前 後 方 向 ） に 送 り 移 動 さ せ る Ｙ 方 向 移 動 機 構 （ 図 示 略 ） と が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、
こ れ ら 送 り 台 ７ 、 Ｘ 方 向 移 動 機 構 及 び Ｙ 方 向 移 動 機 構 に よ り 、 被 縫 製 物 を 送 る 送 り 装 置 が
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 送 り 台 ７ の 上 面 に は 被 縫 製 物 を 保 持 す る 左 右 １ 対 の 布 押 え レ バ ー １ ５ ， １ ６ が 設 け ら れ
、 こ れ ら 布 押 え レ バ ー １ ５ ， １ ６ の 先 端 部 に 布 押 え （ 図 示 略 ） が 夫 々 取 付 け ら れ て い る 。
こ れ ら 布 押 え レ バ ー １ ５ ， １ ６ が 図 示 外 の エ ア シ リ ン ダ に よ り 駆 動 さ れ 、 上 側 の 退 避 位 置
と 下 側 の 押 圧 位 置 と に 切 換 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 送 り 台 ７ の 内 部 に 設 け ら れ 、 下 糸 と 芯 糸 を 切 断 す る 糸 切 り 装 置 ２ ０ に つ い て 説 明
す る 。
　 こ の 糸 切 り 装 置 ２ ０ は 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 上 面 に 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ た 上 刃 部 材
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２ １ 及 び 下 刃 部 材 ２ ２ と 、 こ れ ら 両 刃 部 材 ２ １ ， ２ ２ を 糸 切 り 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ と 、 そ の 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ を 駆 動 す る 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ 等 で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 上 面 の う ち の 右 側 針 板 １ ０ の 直 ぐ 前
側 に お い て 、 下 側 に 位 置 す る 下 刃 部 材 ２ ２ と 、 そ の 下 刃 部 材 ２ ２ の 上 側 に 位 置 す る 上 刃 部
材 ２ １ と が 第 １ 段 ネ ジ ２ ６ で 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ て い る 。 上 刃 部 材 ２ １ の 嘴 状 先 端 部 分 に
上 刃 ２ １ ａ が 形 成 さ れ る と と も に 、 切 断 す る 下 糸 と 芯 糸 と を 保 持 す る 為 の 糸 保 持 具 ２ ７ が
固 着 さ れ て い る 。 但 し 、 下 刃 部 材 ２ ２ は 右 側 針 板 １ ０ の 一 部 を 構 成 し 、 糸 切 断 位 置 を 鳩 目
穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 い 終 わ り 位 置 に 極 力 接 近 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 送 り 台 ７ の 内 部 の 前 端 部 に 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 左 右
方 向 向 き に 配 設 さ れ 、 そ の ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ４ ａ の 先 端 部 に 、 平 面 視 ほ ぼ Ｕ 字 形 状 の 連 結
部 材 ２ ８ が 固 着 さ れ て い る 。 こ の 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ は 、 糸 切 り に 際 し て 、 図 示 外
の バ ル ブ ユ ニ ッ ト か ら 圧 縮 エ ア を 受 け 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ４ ａ を 進 出 駆 動 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ の 連 結 部 材 ２ ８ の 後 側 に 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ を 作 動 さ せ る 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ で あ っ て 、 リ ン ク 機 構 か ら な る 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 次 に 、 そ の 糸
切 り 作 動 機 構 ２ ３ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 面 に 、 ほ ぼ く 字 状 形 状 の 第 １ 作 動
リ ン ク ３ ０ の 屈 曲 部 が 回 動 支 点 と し て 第 ２ 段 ネ ジ ３ １ に よ り 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ て い る 。
そ の 第 １ 作 動 リ ン ク ３ ０ の 前 端 部 に は 下 向 き の 支 軸 ３ ２ の 上 端 部 が 固 着 さ れ 、 そ の 支 軸 ３
２ に コ ロ 部 材 ３ ３ が 回 転 可 能 に 枢 着 さ れ て い る 。 そ の 第 １ 作 動 リ ン ク ３ ０ の 直 ぐ 後 側 に お
い て 、 駆 動 軸 ３ ４ （ こ れ が 共 通 の 鉛 直 軸 部 材 に 相 当 す る ） が 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 側
か ら そ の 上 側 に 貫 通 し て 回 動 可 能 に 枢 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ の 駆 動 軸 ３ ４ の 下 端 部 、 つ ま り 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 側 に 突 出 す る 下 端 部 に 、 平
面 視 ほ ぼ く 字 形 状 の 駆 動 リ ン ク ３ ５ の 屈 曲 部 が 回 動 支 点 と し て 固 着 さ れ て い る 。 更 に 、 第
１ 作 動 リ ン ク ３ ０ の 後 端 部 と 第 １ 連 結 リ ン ク ３ ６ の 右 端 部 と が 第 １ ピ ン ３ ７ で 連 結 さ れ 、
そ の 第 １ 連 結 リ ン ク ３ ６ の 左 端 部 と 駆 動 リ ン ク ３ ５ の 前 端 部 と が 第 ２ ピ ン ３ ８ で 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 上 側 に お い て 、 平 面 視 ほ ぼ Ｖ 字 形 状 の 第 ２ 作 動 リ ン ク ３
９ の 屈 曲 部 が 回 動 支 点 と し て 駆 動 軸 ３ ４ の 上 端 部 、 つ ま り 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 上 側 に
突 出 す る 上 端 部 に 固 着 さ れ て い る 。 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ の 第 １ ア ー ム 部 ３ ９ ａ の 先 端 部 と
第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ の 左 端 部 と が 第 ３ ピ ン ４ １ で 連 結 さ れ 、 そ の 第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ の 右
端 部 と 下 刃 部 材 ２ ２ に 突 出 状 に 形 成 さ れ た 下 刃 連 結 部 ２ ２ ｂ と が 第 ４ ピ ン ４ ２ で 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ の 第 ２ ア ー ム 部 ３ ９ ｂ の 先 端 部 と 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３ の 前 端
部 と が 第 ５ ピ ン ４ ４ で 連 結 さ れ 、 そ の 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３ の 後 端 部 と 上 刃 部 材 ２ １ に 突 出
状 に 形 成 さ れ た 上 刃 連 結 部 ２ １ ｂ と が 第 ６ ピ ン ４ ５ で 連 結 さ れ て い る 。 こ こ で 、 右 側 ク ロ
ス プ レ ー ト ８ の 上 面 部 に は 、 図 ３ に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 ほ ぼ Ｖ 字 形 状 の 凹 部 ８ ａ が 形
成 さ れ 、 第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ と 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３ と が そ の 凹 部 ８ ａ に 収 容 さ れ て い る 。
そ の 為 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ と 、 下 刃 部 材 ２ ２ と 、 上 刃 部 材 ２ １ の 上 刃 連 結 部 ２ １ ｂ と が
右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 上 面 に 接 す る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 と こ ろ で 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 側 に お い て 、 駆 動 リ ン ク ３ ５ に 前 後 方 向 向 き の 板
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部 材 ４ ６ の 後 端 部 が 固 着 さ れ 、 そ の 板 部 材 ４ ６ の 前 端 部 と 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 面 に
固 着 し た ビ ス ４ ７ と に 亙 っ て 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ４ ８ が 掛 装 さ れ て い る 。 そ れ 故 、 こ れ ら
複 数 の リ ン ク ３ ０ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ３ ９ ， ４ ０ ， ４ ３ か ら な る リ ン ク 機 構 を 介 し て 、 第 １ 作
動 リ ン ク ３ ０ は 、 右 側 ク ロ ス プ レ ー ト ８ の 下 面 に 固 着 し た 待 機 位 置 規 制 ビ ス ４ ９ に 当 接 し
て 、 常 に は 、 図 ３ に 示 す 待 機 位 置 に 弾 性 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ れ 故 、 下 刃 部 材 ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 右 側 針 板 １ ０ の 一 部 と し て 機 能 す る 待 機
位 置 に 位 置 し 、 上 刃 部 材 ２ １ は 左 側 針 板 １ １ の 方 に 大 き く 開 い た 待 機 位 置 に 位 置 し て い る
。 こ の 状 態 で 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ 、 そ の ピ ス ト ン ロ ッ ド ２ ４ ａ が 図 ３
に ２ 点 鎖 線 で 示 す 進 出 位 置 に 進 出 駆 動 さ れ た 場 合 、 連 結 部 材 ２ ８ を 介 し て 第 １ 作 動 リ ン ク
３ ０ が 図 ５ － ３ に 示 す 作 動 完 了 位 置 ま で 反 時 計 回 り に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 刃 部 材 ２ １ の 刃 部 ２ １ ａ と 下 刃 部 材 ２ ２ の 刃 部 ２ ２ ａ と が 出 会 う こ と で 、
鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 い 終 わ り 時 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 か ら 延 出 す る 下 糸 と 芯 糸 と を 切
断 す る に 際 し て 、 図 ５ － ２ ， 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ が 回 動 し て い る に も
関 わ ら ず 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ の 駆 動 軸 ３ ４ と 、 第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ の 第 ３ ピ ン ４ １ 及 び
第 ４ ピ ン ４ ２ と が 一 直 線 上 に 位 置 す る と き が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 場 合 、 第 ３ ピ ン ４ １ は 駆 動 軸 ３ ４ を 中 心 と す る 円 弧 上 を 移 動 す る の で 、 下 刃 部 材 ２
２ は そ の 下 刃 連 結 部 ２ ２ ｂ に 、 第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ か ら 何 ら 回 動 力 を 受 け な い 為 、 下 刃 部
材 ２ ２ の 回 動 が 停 止 す る 。 し か し 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ の 回 動 に よ り 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３
が 前 方 に 引 っ 張 ら れ 、 上 刃 部 材 ２ １ は 時 計 回 り 方 向 へ の 回 動 力 を 受 け 続 け る た め 、 下 刃 部
材 ２ ２ に 向 か っ て 回 動 し 続 け る 。 こ の よ う に 、 下 刃 部 材 ２ ２ が 実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態
で 、 上 刃 部 材 ２ １ だ け の 回 動 に よ り 下 糸 と 芯 糸 と が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 即 ち 、 前 述 し た よ う に 、 左 右 両 側 の ク ロ ス プ レ ー ト ８ ， ９ に 装 着 さ れ た 左 右 １ 対 の 針 板
１ ０ ， １ １ に よ り 、 約 ８ mm分 の 異 な る 長 さ の 複 数 種 類 の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ が 縫 製 で き
る よ う に な っ て い る 。 そ こ で 、 図 ６ に 示 す 流 れ 閂 止 め 形 状 の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ を 形 成
す る 場 合 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 頂 部 の 位 置 Ｋ Ｃ に 対 し て 、 最 小 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫
目 Ｈ Ｎ の 縫 い 終 わ り 位 置 Ｓ Ｃ と 、 最 大 長 さ の 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 い 終 わ り 位 置 Ｌ Ｃ
と で 約 ８ mm異 な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 場 合 、 縫 い 終 わ り 位 置 Ｌ Ｃ で 糸 切 り す る 時 点 か ら 約 ８ mm離 れ た 縫 い 終 わ り 位 置 Ｓ Ｃ
で 糸 切 り す る 時 点 ま で 、 下 刃 部 材 ２ ２ が 実 質 的 に 回 動 停 止 す る よ う に 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３
が 構 成 さ れ て い る 。 そ の 為 、 こ れ ら 両 刃 部 材 ２ １ ， ２ ２ に よ る 切 断 軌 跡 は 、 図 ６ に 実 線 Ｌ
で 示 す よ う に 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 中 心 ラ イ ン Ｃ に 対 し て 切 断 状 態 に お け る 下 刃
部 材 ２ ２ の 刃 部 ２ ２ ａ 先 端 で 決 ま る 傾 斜 し た 直 線 上 に あ る 。 即 ち 、 約 ８ mm離 れ た 縫 い 終 わ
り 位 置 Ｌ Ｃ と 縫 い 終 わ り 位 置 Ｓ Ｃ と で は 、 左 右 方 向 に 微 少 寸 法 δ （ 例 え ば 、 約 0.9mm） だ
け 異 な る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 糸 切 り 装 置 ２ ０ の 作 用 及 び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 縫 製 準 備 時 や 縫 製 中 に お い て は 、 図 ５ － １ に 示 す よ う に 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が
駆 動 さ れ な い 為 、 前 述 し た よ う に 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ と は 夫 々 待 機 位 置 に 位 置
し て い る 。 縫 製 終 了 に 際 し て 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ る と 、 前 述 し た よ う に
、 第 １ 作 動 リ ン ク ３ ０ 及 び 駆 動 リ ン ク ３ ５ の 回 動 に よ り 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ と
が 相 反 す る 方 向 に 回 動 さ れ 、 下 刃 部 材 ２ ２ の 回 動 途 中 に お い て 、 図 ５ － ２ に 示 す 切 断 状 態
か ら 図 ５ － ３ に 示 す 切 断 状 態 に 亙 っ て 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ の 駆 動 軸 ３ ４ と 、 第 ２ 連 結 リ
ン ク ４ ０ の 第 ３ ピ ン ４ １ 及 び 第 ４ ピ ン ４ ２ と が 一 直 線 上 に 位 置 す る 状 態 が 所 定 期 間 に 亙 っ
て 続 く 。
【 ０ ０ ５ ０ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-29517 A 2007.2.8



　 こ の と き に 、 前 述 し た よ う に 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ が 回 動 し て い る に も 関 わ ら ず 、 下 刃
部 材 ２ ２ が 実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態 で 、 上 刃 部 材 ２ １ だ け が 時 計 回 り 方 向 へ 、 つ ま り 下
刃 部 材 ２ ２ に 向 か っ て 回 動 し 続 け る 。 そ れ 故 、 下 刃 部 材 ２ ２ が 実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態
で 、 上 刃 部 材 ２ １ だ け の 回 動 に よ り 下 糸 と 芯 糸 と が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 上 刃 部 材 ２ １ 及 び 下 刃 部 材 ２ ２ と 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ と 、 糸 切 り 用 エ ア
シ リ ン ダ ２ ４ と を 有 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ は 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 下 刃 部 材 ２ ２ が
実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 回 動 を 停 止 す る 下 刃
部 材 ２ ２ の 向 き が 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 中 心 ラ イ ン Ｃ に 沿 う よ う に 停 止 さ れ 、 鳩 目
穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 を
極 力 抑 制 で き 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ で 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た
の で 、 糸 切 り 装 置 ２ ０ を 簡 単 化 す る こ と が で き 、 し か も １ つ の 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４
を 駆 動 さ せ る だ け で 、 鳩 目 穴 か が り 縫 い の 縫 い 終 わ り か ら 延 出 さ れ る 糸 を 切 断 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 下 刃 部 材 ２ ２ が 縫 製 状 態 で は 右 側 針 板 １ ０ の 一 部 を 構 成 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３
は そ の 下 刃 部 材 ２ ２ が 回 動 停 止 し た 状 態 で 糸 切 り 作 動 す る の で 、 右 側 針 板 １ ０ の 一 部 を 有
効 に 利 用 し て 下 刃 部 材 ２ ２ を 構 成 で き 、 そ の 下 刃 部 材 ２ ２ の 回 動 停 止 に よ り 糸 切 り が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 更 に 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ は 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 駆 動 力 を リ ン ク 機 構 を 介 し
て 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ の
構 成 を 、 リ ン ク 機 構 に よ り 簡 単 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 前 記 実 施 形 態 を 部 分 的 に 変 更 し た 変 更 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
１ 〕 前 述 し た 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ を 部 分 的 に 変 更 し 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ
れ て 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ と が 回 動 さ れ 、 下 刃 部 材 ２ ２ は そ の 回 動 途 中 に お い て
、 最 大 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 す る よ う に 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ａ を 構 成 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 即 ち 、 図 ７ － １ に 示 す よ う に 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ａ は 、 前 記 実 施 例 の 第 １ ア ー ム 部 ３
９ ａ を 所 定 寸 法 だ け 長 く し た 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ Ａ と 、 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３ を 所 定 寸 法 だ
け 長 く し た 第 ３ 連 結 リ ン ク ４ ３ Ａ と 、 そ の 他 前 記 実 施 例 と 同 様 の リ ン ク ３ ０ ， ３ ５ ， ３ ６
， ４ ０ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ れ 故 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ て い な い 縫
製 準 備 時 や 縫 製 中 に お い て は 、 こ れ ら 第 １ 作 動 リ ン ク ３ ０ と 下 刃 部 材 ２ ２ 及 び 上 刃 部 材 ２
１ の 位 置 関 係 は 、 図 ７ － １ に 示 す よ う に 、 図 ５ － １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 し か し 、 縫 製 終 了 に 際 し て 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ る と 、 第 １ 作 動 リ ン ク
３ ０ 及 び 駆 動 リ ン ク ３ ５ の 回 動 に よ り 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ と が 相 反 す る 方 向 に
回 動 さ れ 、 下 刃 部 材 ２ ２ の 回 動 途 中 に お い て 、 図 ７ － ２ に 示 す 切 断 状 態 に お い て 、 第 ２ 作
動 リ ン ク ３ ９ Ａ の 駆 動 軸 ３ ４ と 第 ２ 連 結 リ ン ク ４ ０ の 第 ３ ピ ン ４ １ 及 び 第 ４ ピ ン ４ ２ と が
一 直 線 上 に 位 置 す る 状 態 に な り 、 更 に 、 図 ７ － ３ に 示 す 切 断 状 態 に お い て は 、 第 ２ 連 結 リ
ン ク ４ ０ の 第 ３ ピ ン ４ １ が そ の 直 線 を 越 え て 更 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ れ 故 、 第 ２ 作 動 リ ン ク ３ ９ Ａ が 回 動 し て い る に も 関 わ ら ず 、 下 刃 部 材 ２ ２ が 上 刃 部 材
２ １ と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 す る 一 方 、 上 刃 部 材 ２ １ だ け が 時 計
回 り 方 向 へ 回 動 し 続 け る 。 即 ち 、 上 刃 部 材 ２ １ は 下 刃 部 材 ２ ２ が 復 帰 回 動 す る 回 動 速 度 よ
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り も 速 い 速 度 で 下 刃 部 材 ２ ２ を 追 い か け る よ う に し て 回 度 す る の で 、 こ れ ら 上 刃 部 材 ２ １
と 下 刃 部 材 ２ ２ と で 下 糸 と 芯 糸 と が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に 、 上 刃 部 材 ２ １ と 下 刃 部 材 ２ ２ と 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ａ と 、 糸 切 り 用 エ ア
シ リ ン ダ ２ ４ と を 有 し 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ａ は 、 縫 い 終 わ り 位 置 近 傍 で 、 下 刃 部 材 ２ ２
が 上 刃 部 材 ２ １ と 接 近 す る 側 へ 最 大 限 回 動 し た 位 置 か ら 復 帰 回 動 し な が ら 糸 切 り 作 動 す る
よ う に 構 成 さ れ た の で 、 糸 切 断 に 際 し て 回 動 復 帰 す る 下 刃 部 材 ２ ２ の 回 動 復 帰 時 点 を 、 切
断 可 能 な 縫 目 長 さ 範 囲 に お い て 、 最 大 長 さ と 最 小 長 さ の 中 間 位 置 に 設 定 す る こ と で 、 鳩 目
穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 を
格 段 に 抑 制 で き 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
２ 〕 前 述 し た 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ を 部 分 的 に 変 更 し た 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｂ は 、 糸 切 り 用
エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 駆 動 力 を カ ム 機 構 を 介 し て 上 刃 部 材 ２ １ Ａ と 下 刃 部 材 ２ ２ Ａ に 伝 達 す
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 即 ち 、 図 ８ － １ に 示 す よ う に 、 前 記 実 施 例 の 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ に 用 い た 第 ２ 作 動 リ ン
ク ３ ９ に 代 え て 、 作 動 カ ム ５ ５ を 駆 動 軸 ３ ４ に 固 着 し 、 上 刃 部 材 ２ １ Ｂ の 上 刃 連 結 部 ２ １
ｂ に 代 え て 上 刃 カ ム 当 接 部 ２ １ ｃ を 設 け る と と も に 、 下 刃 部 材 ２ ２ Ｂ の 下 刃 連 結 部 ２ ２ ｂ
に 代 え て 下 刃 カ ム 当 接 部 ２ ２ ｃ を 設 け た 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｂ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 但 し 、 上 刃 カ ム 当 接 部 ２ １ ｃ は バ ネ 部 材 ５ ６ で 作 動 カ ム ５ ５ 側 に 付 勢 さ れ 、 下 刃 カ ム 当
接 部 ２ ２ ｃ は バ ネ 部 材 ５ ７ で 作 動 カ ム ５ ５ 側 に 付 勢 さ れ て い る 。 そ れ 故 、 糸 切 り 用 エ ア シ
リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ て い な い 縫 製 準 備 時 や 縫 製 中 に お い て は 、 第 １ 作 動 リ ン ク ３ ０ と 上
刃 部 材 ２ １ Ｂ 及 び 下 刃 部 材 ２ ２ Ｂ の 位 置 関 係 は 、 図 ８ － １ に 示 す よ う に 、 図 ５ － １ と 同 様
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し か し 、 縫 製 終 了 に 際 し て 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ が 駆 動 さ れ る と 、 第 １ 作 動 リ ン ク
３ ０ 及 び 駆 動 リ ン ク ３ ５ の 回 動 に よ り 、 作 動 カ ム ５ ５ が 時 計 回 り に 回 動 さ れ て 上 刃 部 材 ２
１ Ｂ と 下 刃 部 材 ２ ２ Ｂ と が 相 反 す る 方 向 に 回 動 さ れ 、 下 刃 部 材 ２ ２ Ｂ の 回 動 途 中 に お い て
、 図 ８ － ２ に 示 す 切 断 状 態 か ら 図 ８ － ３ に 示 す 切 断 状 態 に 亙 っ て 、 作 動 カ ム ５ ５ に 有 す る
短 い 下 刃 用 カ ム 部 ５ ５ ａ の カ ム 方 向 と 下 刃 カ ム 当 接 部 ２ ２ ｃ の 当 接 面 と が 直 交 す る 状 態 が
所 定 期 間 に 亙 っ て 続 く 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の と き に 、 作 動 カ ム ５ ５ が 時 計 回 り 方 向 に 回 動 し て い る に も 関 わ ら ず 、 下 刃 部 材 ２ ２
Ｂ が 実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態 で 、 上 刃 部 材 ２ １ Ｂ だ け が 作 動 カ ム ５ ５ の 上 刃 用 カ ム 部 ５
５ ｂ に よ り 時 計 回 り 方 向 へ 、 つ ま り 下 刃 部 材 ２ ２ に 向 か っ て 回 動 し 続 け る 。 そ れ 故 、 下 刃
部 材 ２ ２ Ｂ が 実 質 的 に 回 動 停 止 し た 状 態 で 、 上 刃 部 材 ２ １ Ｂ だ け の 回 動 に よ り 下 糸 と 芯 糸
と が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｂ は 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ の 駆 動 力 を カ ム 機 構
を 介 し て 上 刃 部 材 ２ １ Ｂ と 下 刃 部 材 ２ ２ Ｂ に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ た の で 、 前 記 実 施 例
と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る だ け で な く 、 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｂ の 構 成 を 、 カ ム 機 構 に よ り 簡
単 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
３ 〕 前 述 し た 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ を 部 分 的 に 変 更 し 、 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ ２ ４ を 省 略 す
る 一 方 、 下 刃 部 材 ２ ２ を 専 用 の 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ １ （ こ れ が 第 ２ ア ク チ ュ エ ー タ に 相 当
す る ） で 作 動 さ せ 、 上 刃 部 材 ２ １ を 専 用 の 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ ２ （ こ れ が 第 １ ア ク チ ュ エ
ー タ に 相 当 す る ） で 作 動 さ せ る よ う に 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｃ を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 即 ち 、 図 ９ － １ に 示 す よ う に 、 下 刃 部 材 ２ ２ の 下 刃 連 結 部 ２ ２ ｂ に 第 ４ 連 結 リ ン ク ６ ０
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の 後 端 部 が 連 結 さ れ 、 そ の 第 ４ 連 結 リ ン ク ６ ０ の 前 端 部 に 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ １ の プ ラ ン
ジ ャ ６ １ ａ が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 上 刃 部 材 ２ １ の 上 刃 連 結 部 ２ １ ｂ に 第 ５ 連 結 リ ン ク
６ ２ の 後 端 部 が 連 結 さ れ 、 そ の 第 ５ 連 結 リ ン ク ６ ２ の 前 端 部 に 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ ３ の プ
ラ ン ジ ャ ６ ３ ａ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で 、 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ ３ の 向 き は 、 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ １ の 向 き と 反 対 で あ り 、
下 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ １ が 駆 動 さ れ る と そ の プ ラ ン ジ ャ ６ １ ａ は 後 方 に 進 出 し 、 第 ４ 連 結 リ
ン ク ６ ０ は 後 方 に 移 動 さ れ る が 、 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ ３ が 駆 動 さ れ る と そ の プ ラ ン ジ ャ ６
３ ａ は 前 方 に 進 出 し 、 第 ５ 連 結 リ ン ク ６ ２ は 前 方 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 縫 製 準 備 時 や 縫 製 中 に お い て は 、 図 ９ － １ に 示 す よ う に 、 上 下 両 ソ レ ノ イ ド ６ １ ， ６ ３
が 駆 動 さ れ て い な い の で 、 下 刃 部 材 ２ ２ と 上 刃 部 材 ２ １ の 位 置 関 係 は 、 図 ９ － １ に 示 す よ
う に 、 図 ５ － １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 し か し 、 縫 製 終 了 に 際 し て 、 図 ９ － ２ に 示 す よ う に 、 先 ず 、 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ １ が 駆
動 さ れ る と 、 そ の プ ラ ン ジ ャ ６ １ ａ の 進 出 に よ り 第 ４ 連 結 リ ン ク ６ ０ が 後 方 に 移 動 さ れ 、
下 刃 部 材 ２ ２ は 前 記 実 施 例 の 図 ５ － ２ と 同 じ 位 置 に 回 動 す る 。 続 い て 、 図 ９ － ３ に 示 す よ
う に 、 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド ６ ３ が 駆 動 さ れ る と 、 そ の プ ラ ン ジ ャ ６ ３ ａ の 進 出 に よ り 第 ５ 連
結 リ ン ク ６ ２ が 前 方 に 移 動 さ れ 、 上 刃 部 材 ２ １ は 前 記 実 施 例 の 図 ５ － ３ と 同 じ 位 置 に 回 動
す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ れ 故 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 、 回 動 を 停 止 す る 下 刃 部 材 ２ ２ の 向 き が 鳩 目 穴 か が り 縫 目
Ｈ Ｎ の 縫 目 中 心 ラ イ ン Ｃ に 沿 う よ う に 停 止 さ れ 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 長 さ が 異 な
る 場 合 に 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す る 切 断 位 置 の 変 化 を 極 力 抑 制 で き 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の
バ ラ ツ キ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
４ 〕 糸 切 り 作 動 機 構 ２ ３ Ｄ は 、 先 に 上 刃 部 材 ２ １ が 回 動 し た 後 所 定 位 置 で 停 止 し 、 次 に 下
刃 部 材 ２ ２ が 糸 切 り 作 動 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 そ の 他 の 部 材 に つ い て は 、 前 記 実 施
例 と 同 様 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 下 刃 部 材 ２ ２ は 専 用 の 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド （ 図 示 略
） で 駆 動 さ れ 、 上 刃 部 材 ２ １ は 専 用 の 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド （ 図 示 略 ） で 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 即 ち 、 縫 製 終 了 に 際 し て 、 図 １ ０ － １ に 示 す よ う に 、 先 ず 、 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド が 駆 動 さ
れ る と 、 そ の プ ラ ン ジ ャ の 進 出 に よ り 第 ５ 連 結 リ ン ク ６ ２ を 介 し て 上 刃 部 材 ２ １ が 時 計 回
り に 所 定 位 置 ま で 回 動 さ れ る 。 こ の 場 合 、 上 刃 部 材 ２ １ の 刃 部 ２ １ ａ の 向 き は 、 鳩 目 穴 か
が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 中 心 ラ イ ン Ｃ と 平 行 に な っ て い る 。 そ の 後 続 い て 、 図 １ ０ － ２ に 示 す
よ う に 、 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド が 駆 動 さ れ 、 第 ４ 連 結 リ ン ク ６ ０ を 介 し て 下 刃 部 材 ２ ２ が 反 時
計 回 り に 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ れ 故 、 上 刃 部 材 ２ １ は 、 そ の 刃 部 ２ １ ａ の 向 き が 縫 目 中 心 ラ イ ン Ｃ と 平 行 に な っ た と
き に 回 動 停 止 さ れ 、 下 刃 部 材 ２ ２ だ け の 回 動 に よ り 下 糸 と 芯 糸 と が 切 断 さ れ る 。 こ の 場 合
に は 、 鳩 目 穴 か が り 縫 目 Ｈ Ｎ の 縫 目 長 さ が 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 縫 い 終 わ り 位 置 に 対 す
る 切 断 位 置 が 変 化 し な い 為 、 切 断 後 の 糸 残 り 量 の バ ラ ツ キ を 確 実 に 解 消 抑 制 す る こ が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
５ 〕 本 発 明 は 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 で れ ば 、 本 発 明
の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 前 記 実 施 例 に 種 々 の 変 更 を 付 加 し て 実 施 す る こ と が で き 、 本
発 明 は そ れ ら の 変 更 形 態 を も 包 含 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 送 り 台 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 糸 切 り 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 送 り 台 の 要 部 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ － １ 】 糸 切 り 作 動 機 構 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ － ２ 】 糸 切 り 開 始 時 に お け る 図 ５ － １ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ５ － ３ 】 糸 切 り 終 了 時 に お け る 図 ５ － １ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 糸 切 り 作 動 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ － １ 】 第 １ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － １ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ７ － ２ 】 第 １ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ２ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ７ － ３ 】 第 １ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ３ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ８ － １ 】 第 ２ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － １ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ８ － ２ 】 第 ２ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ２ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ８ － ３ 】 第 ２ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ３ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ９ － １ 】 第 ３ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － １ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ９ － ２ 】 第 ３ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ２ 相 当 図 で あ る 。
【 図 ９ － ３ 】 第 ３ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ３ 相 当 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － １ 】 第 ４ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ２ 相 当 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － ２ 】 第 ４ 変 更 形 態 に 係 る 図 ５ － ３ 相 当 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
１ 　 　 　 鳩 目 穴 か が り ミ シ ン
７ 　 　 　 送 り 台
１ ０ 　 　 右 側 針 板
１ １ 　 　 左 側 針 板
２ ０ 　 　 糸 切 り 装 置
２ １ 　 　 上 刃 部 材
２ １ Ｂ 　 上 刃 部 材
２ ２ 　 　 下 刃 部 材
２ ２ Ｂ 　 下 刃 部 材
２ ３ 　 　 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ Ａ 　 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ Ｂ 　 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ Ｃ 　 糸 切 り 作 動 機 構
２ ３ Ｄ 　 糸 切 り 作 動 機 構
２ ４ 　 　 糸 切 り 用 エ ア シ リ ン ダ
３ ０ 　 　 第 １ 作 動 リ ン ク
３ ４ 　 　 駆 動 軸
３ ５ 　 　 駆 動 リ ン ク
３ ６ 　 　 第 １ 連 結 リ ン ク
３ ９ 　 　 第 ２ 作 動 リ ン ク
４ ０ 　 　 第 ２ 連 結 リ ン ク
４ ３ 　 　 第 ３ 連 結 リ ン ク
５ ５ 　 　 作 動 カ ム
６ ０ 　 　 第 ４ 連 結 リ ン ク
６ １ 　 　 下 刃 用 ソ レ ノ イ ド
６ ２ 　 　 第 ５ 連 結 リ ン ク
６ ３ 　 　 上 刃 用 ソ レ ノ イ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ － １ 】 【 図 ５ － ２ 】

【 図 ５ － ３ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ － １ 】 【 図 ７ － ２ 】

【 図 ７ － ３ 】 【 図 ８ － １ 】
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【 図 ８ － ２ 】 【 図 ８ － ３ 】

【 図 ９ － １ 】 【 図 ９ － ２ 】
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【 図 ９ － ３ 】 【 図 １ ０ － １ 】

【 図 １ ０ － ２ 】
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